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CDやDVDには情報を記録するためのピット
と呼ばれるミクロン単位の微小な凹状の加工
があり、ピックアップレンズを通してレーザー
光を制御し、情報を読み書きしています。CD
の場合でいえば、1万分の8ミリという極小の
光スポットを作るために正確にレーザー光を
コントロールする必要があります。この役目

CD、DVDそして大容量のブルーレイディスクの進化に合わせて、独自の技術と発想でピックアップレンズの
極めて高い信頼性を実現してきました。ピックアップレンズにおけるコニカミノルタの強みと将来への展望を
コニカミノルタオプト株式会社の山崎敬之が語ります。
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「最先端のピックアップレンズ技術で
　人々の豊かな暮らしに役立っていきます」
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CD、DVDそしてブルーレイディスク
で音楽や映像情報を記録・再生するた
めに欠かせないのがピックアップ
レンズです。記録・再生の光源 赤色レーザー 青紫色レーザー

標準転送速度 11.1Mbps 54Mbps

最大記憶容量（１層） 4.7GB 25GB

最大記憶容量（２層） 8.5GB 50GB

ブルーレイディスクと従来のDVDとのちがい
 従来のDVD ブルーレイディスク

早さ約4.9倍アップ

容量約5.3倍アップ

容量約5.9倍アップ



を果たすのがピックアップレンズですが、いま
話題になっている、大容量の記録が可能なブ
ルーレイディスク用として、さらなる高精度化
が必要になっています。

当社は1984年に世界で初めてCD用非球面
プラスチックレンズを開発して以来、それまで
複数枚のガラスレンズで出していた性能を非
球面モールドレンズ1枚で実現するなど、革新
的な実績があります。時代はブルーレイディ
スクへと移っていき、CD・DVD・ブルーレイ
ディスクと 3つの方式に 1つで対応するピッ
クアップレンズの開発・量産化にも成功しまし
た。これらの実績は、長年培った光学技術、超
精密な加工を可能にしたナノ加工技術、コー
ティング技術や、小型化および量産技術など
が結実したものですが、コニカとミノルタの経
営統合があったからこそ実現したと思います。
コニカが築いてきたプラスチックレンズ技術
と大量生産システム、そしてミノルタの開発し
たガラスレンズ研磨・成型技術の融合という技
術面でのシナジー、さらに人材面でのシナジー
を見事に発揮していることが、現在もトップ
シェア堅持に大きく貢献しています。

もともとカメラ用レンズを生産していたこと
から、ズーム・非球面加工・プラスチックの技
術を持っていました。それらの技術がカメラ
以外にも活用できないかと探っていたところ、
家電メーカーとの商談で CDのピックアップ
用対物レンズとしてのビジネスチャンスがあ
ることを発見し、ピックアップレンズの世界に
進出しました。小型化できて、しかもプラス
チックなので量産できるというメリットによ
り、それまでガラス製のレンズを使っていた家
電メーカーに当社の製品が受け入れられ、業界
標準となったわけです。

私たちは「光あるところに当社の製品は広が
る」と考えています。当社の光ディスク用ピッ
クアップレンズの累計出荷数は 40億個を超
えましたが、光の利用による情報の再生や記
録の技術が様々な用途へ拡大していくにつれ
て需要も増大していくと考えています。今後
も DVDプレーヤーなどを扱う家電業界だけ
でなく、新しい分野での光学デバイスの活用な
ど、多様なニーズを開拓していきます。
　
　

　コニカミノルタは、光学デバイスを通して
人々の豊かな暮らしに役立ちたいと願ってい
ます。そして「世界最強の光学デバイス企業」
の実現に向けて歩んでいきます。
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独自の技術と発想により、
ピックアップレンズ業界で
トップシェアの実績をもっています。

カメラ用レンズに基づく発想の転換
から生まれました。

「世界最強の光学デバイス企業」を
目指します。

ピックアップレンズの使用箇所
レンズを通してレーザー光をあてることにより、
データの記録・再生をおこないます。


